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支部事務所窓口休業
のお知らせ けんせつ

清瀬久留米
　1 日会議のため下記の日程は、窓口
を閉めさせていただきます。
と き　6 月 3 日（火）、16 日（月）
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解
をお願いいたします。

第
46
回
　
支
部
定
期
大
会

「
分
科
会
」
は
活
発
で
前
向
き
な
質
疑

桜
満
開
、
絶
好
の
お
花
見
日

和
と
な
っ
た
4
月
6
日
（
日
）、

北
島
委
員
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

来
賓
か
ら
は
本
部
白
滝
書
記
長

は
じ
め
3
名
の
方
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
本
会
議
へ
。

午
前
中
は
、
拡
大
運
動
が
成

功
し
、
1
6
0
0
人
支
部
を

回
復
し
た
こ
と
や
賃
金
U
P
、

ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
な
ど
運
動
報

告
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
支

部
創
立
50
周
年
を
1
8
0
0

人
支
部
で
」
や
平
和
憲
法
を
守

る
運
動
な
ど
、
新
年
度
の
方
針
、

財
政
報
告
と
予
算
案

の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。午

後
は
、
5
会
場

で
分
科
会
形
式
の
専

門
部
議
案
提
案
で
す
。

建
退
共
の
活
用
や

T
P
P
、
マ
イ
ナ
ン

山
岸
さ
ん
）
と
支
部
組
合
員
表

彰
、
主
婦
の
会
感
謝
状
の
授
与

を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
年

度
役
員
も
無
事
承
認
さ
れ
ま
し

た
。清

瀬
ア
ミ
ュ
ー
の
7
階
ホ
ー

清
瀬
商
工
会
館
に
て
、
参
加

者
38
名
で
雨
が
降
る
中
開
催
し

ま
し
た
。
小
林
分
会
長
は
、
70

歳
を
迎
え
る
た
め
今
年
度
が
最

後
の
役
員
と
い
う
こ
と
で
気
合

の
入
っ
た
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。元

塩
分
会　

小
薗　

照
美

気
合
の
抱
負

後
継
者
世
代
の
参
加
で

滝
山
セ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
会
館

に
40
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
分
会
書
記
長
を
は
じ
め
役

員
に
若
い
世
代
が
入
り
、
出
席

者
に
子
ど
も
さ
ん
を
連
れ
て
の

参
加
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

滝
山
分
会　

山
岸　

妙
子

気
持
ち
も
新
た
に

◆
執
行
委
員
長

北
島　
　

晃
（
三
葉
・
防
水
）

◆
副
委
員
長

石
垣　

雅
之
（
元
塩
・
塗
装
）

鈴
木　

勝
雄
（
清
里
・
硝
子
）

西
部　
　

康
（
滝
山
・
塗
装
）

◆
書
記
長

小
田
澤　

陽
一（
松
竹・塗
装
）

◆
書
記
次
長

本
田　
　

将
（
書
記
）

山
内　

高
広
（
書
記
）

◆
常
任
執
行
委
員

尾
芦　

富
雄
（
松
竹
・
電
気
）

古
名　

孝
二
（
清
里
・
大
工
）

樋
口　

征
之
（
滝
山
・
左
官
）

赤
塚　

隆
雄
（
三
葉
・
管
工
）

前
川　

達
夫
（
三
葉
・
鳶
）

川
村　

裕
也
（
三
葉
・
大
工
）

五
十
嵐
留
夫
（
北
浅
・
大
工
）

浅
利　

信
次
（
青
空
・
鉄
筋
）

片
見　

學
（
事
業
所
・
大
工
）

永
澤　
　

亮
（
清
里
・
大
工
・

　
　
　
　
　

青
年
部
長
）

◆
常
任
執
行
委
員
待
遇

柳
本
留
美
子
（
青
空
・
主
婦

　
　
　
　
　

の
会
会
長
）

◆
執
行
委
員

小
林　

博
征
（
元
塩
・
大
工
）

小
薗　

照
美
（
元
塩
・
設
計
）

塩
澤　

育
男
（
松
竹
・
大
工
）

阿
部　

史
夫
（
松
竹
・
畳
）

品
川　

安
博
（
清
里
・
畳
）

伊
藤　

康
裕
（
清
里
・
管
工
）

秋
元　

進
一
（
滝
山
・
鳶
）

畑
田　

義
次
（
滝
山
・
大
工
）

井
上　
　

晃
（
三
葉
・
防
水
）

小
門　

信
一
（
三
葉
・
土
木
）

金
澤　

踪
務
（
北
浅
・
管
工
）

安
部　

孝
二
（
北
浅
・
大
工
）

綱
島　
　

豊
（
南
町
・
大
工
）

清
水　

恒
男
（
南
町
・
塗
装
）

菅
野　
　

隆
（
青
空
・
大
工
）

橋
口　

昌
之
（
青
空
・
防
水
）

柳
橋　

直
史
（
直
属
・
塗
装
・

青
年
部
書
記
長
）

◆
会
計
監
査

坂
元　

勝
利
（
滝
山
・
電
気
）

坂
内　

三
夫
（
三
葉
・
大
工
）

◆
執
行
委
員
会
待
遇

宮
下　

輝
靖
（
三
葉
・
電
気
・

シ
ニ
ア
友
の
会
会
長
）

石
垣　

市
子
（
元
塩
・
主
婦

　
　
　
　
　

の
会
事
務
局
長
）

山
岸　

妙
子
（
滝
山
・
本
部

主
婦
の
会
副
会
長
）

二
〇
一
四
年
度
年
度
　
清
瀬
久
留
米
支
部

新
役
員
紹
介
（
敬
称
略
）

団
結
は
素
晴
ら
し
い

雨
、風
強
く
、足
元
の
悪
い
中
、

26
人
の
参
加
。
松
竹
分
会
の
役

員
の
団
結
は
、
素
晴
ら
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
課

題
も
、
全
体
の
団
結
で
す
。
さ

ら
に
運
動
を
広
め
よ
う
!

松
竹
分
会　

阿
部　

史
夫
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中
清
戸
椎
木
セ
ン
タ
ー
で
午

前
9
時
か
ら
行
い
ま
し
た
。
44

人
の
参
加
で
し
た
。
役
員
人
事

で
は
、
伊
藤
康
弘
新
書
記
長
が

バ
ー
制
度
、
拡
大

運
動
、
組
織
強
化

な
ど
多
彩
な
質

問
・
意
見
が
出
る

活
発
な
分
科
会
と

な
り
ま
し
た
。

議
案
採
択
の
あ

と
、
本
部
表
彰

（
松
竹
・
阿
部
さ

ん
、
三
葉
・
川
村

さ
ん
、主
婦
の
会
・

嬉
し
い
加
入
相
談

東
久
留
米
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
午
後
1
時
か
ら
34
人
の

参
加
で
し
た
。
参
加
者
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
引
き
続
き
行
っ
た
保
険
証

交
換
会
で
は
、
職
人
の
加
入
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。

北
浅
分
会　

佐
野　

史
朗

新
た
な
取
り
組
み

南
町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、
分
会
の
新
た
な
取
り
組
み

と
し
て
、
住
宅
デ
ー
で
の
新
企

画
「
ミ
ニ
上
棟
式
」
を
提
案
し
、

取
り
組
む
事
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
保
険
証

交
換
会
も
行
い
、
無
事
に
終
了

し
ま
し
た
。

南
町
分
会　

綱
島　

豊

活
発
な
討
議
で

支
部
会
館
3
階
で
56
人
が
集

ま
り
、
分
会
セ
ン
タ
ー
の
活
用

な
ど
で
意
見
が
飛
び
交
い
ま
し

た
。
ま
た
、
初
め
て
参
加
の
方

も
多
く
今
後
に
つ
な
が
る
総
会

と
な
り
ま
し
た
。

青
空
分
会　

橋
口　

昌
之

支
部
会
館
3
階
で
午
後
2
時

よ
り
、
80
名
の
参
加
者
で
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に

会
場
あ
ふ
れ
る
参
加
者

は
宮
下
輝
靖
さ
ん
が
選
出
さ

れ
、
分
会
長
に
井
上
さ
ん
、
書

記
長
に
小
門
さ
ん
が
再
選
さ
れ

ま
し
た
。
終
了
後
、
保
険
証
交

換
会
、親
睦
会
を
行
い
ま
し
た
。

三
葉
分
会　

赤
塚　

隆
雄

選
出
さ
れ
、
気
持
ち
も
新
た
に

1
年
間
の
取
り
組
み
を
行
う
事

が
決
ま
り
ま
し
た
。

清
里
分
会　

品
川　

安
博

ル
と
6
階
の
会
議
室
を
使
っ
た

分
科
会
形
式
の
大
会
は
、
代
議

員
81
名
、
特
別
代
議
員
9
名
、

来
賓
8
名
の
総
勢
98
名
の
参
加

で
成
功
し
ま
し
た
。

分
会
総
会

新
た
な
力
で
分
会
に
活
気
を
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春
の
拡
大
月
間

支
部
創
立
50
周
年
を
1
8
0
0
人
の
組
織
で

幅
な
ピ
ン
ハ
ネ
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
事
が
分
か
り
、
元
請
の

責
任
で
是
正
さ
せ
る
よ
う
要
求

し
ま
し
た
。

元
請
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち

直
接
訴
え
ま
し
た
が
、「
調
べ

て
連
絡
す
る
」
の
回
答
。
話
が

進
ま
な
い
中
で
、
石
垣
副
委
員

長
が
こ
の
場
で
回
答
の
期
日
を

決
め
る
よ
う
詰
問
し
、
回
答
期

日
を
引
き
出
し
ま
し
た
。

別
の
現
場
で
は
、
職
人
へ
の

賃
金
が
『
最
低
賃
金
』
に
以
下

の
職
種
が
存
在
し
、
賃
金
の
大

4
月
16
、
17
日
、
前
田
建

設
工
業
と
奥
村
組
に
清
瀬
久
留

米
支
部
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
5
名
、

4
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
両
社

と
も
賃
金
は
上
が
っ
て
い
る
と

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報
告
で

し
た
が
、
職
人
の
手
元
に
渡
る

賃
金
は
、
私
た
ち
の
要
求
と
は

ま
だ
差
の
あ
る
低
い
レ
ベ
ル
で

す
。今

回
は
、
不
払
い
問
題
で
の

追
及
が
あ
り
ま
し
た
の
で
報
告

し
ま
す
。
2
事
業
者
か
ら
不
払

い
に
あ
っ
た
ご
本
人
が
、
1
年

以
上
の
解
決
し
て
い
な
い
事
を

第
59
回
大
手
企
業
交
渉

追
求
し
た
い
元
請
企
業
の
モ
ラ
ル
　
　
　
　

僕の元気の源

僕
は
、
塗
装
業
の
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
現

在
、
毎
日
朝
早
く
か
ら

夜
遅
く
ま
で
忙
し
い

日
々
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。
た
だ
忙
し
い
だ
け

で
現
状
な
か
な
か
賃

金
・
単
価
も
よ
く
な
る

様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
。

い
つ
に
な
っ
た
ら
景
気

が
良
く
な
っ
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か
。

で
も
僕
の
元
気
の
源
は
、

中
学
生
の
頃
先
輩
か
ら
影
響

を
受
け
た
、
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
矢
沢
永
吉
で

す
。
毎
日
の
忙
し
い
日
々
の

ご
褒
美
と
し
て
、
毎
年
コ
ン

サ
ー
ト
会
場
に
最
低
3

回
く
ら
い
は
行
っ
て
ま

す
。去

年
の
現
時
点
で
64

歳
で
の
ラ
イ
ブ
。
年
を

重
ね
て
さ
ら
に
パ
ワ
ー

全
開
。
辛
い
日
々
の
事

も
忘
れ
さ
せ
て
く
れ

る
、
偉
大
な
る
永
ち
ゃ

ん
の
ス
テ
ー
ジ
を
見

て
、
パ
ワ
ー
・
元
気
・

勇
気
を
も
ら
っ
て
仕
事

の
活
力
に
し
て
い
ま
す
。

永
ち
ゃ
ん
最
高
！

三
葉
分
会　

笹
原　

康
弘

メーデー製作

に
仕
事
を
出
し
て
い
る
1
、
2

次
業
者
の
中
に
も
悪
徳
会
社
が

あ
り
ま
す
。
組
合
員
の
み
な
さ

ん
も
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

滝
山
分
会　

高
橋　

哲
也

支
部
定
期
大
会
後
に
行
っ
た

拡
大
出
陣
式
は
、
ま
ず
、
春
一

番
拡
大
を
達
成
し
た
三
葉
分
会

の
表
彰
と
拡
大
行
動
の
訴
え

が
、西
部
組
織
部
長
か
ら
あ
り
、

鈴
木
副
委
員
長
の
乾
杯
で
始
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
間
決
起

補
助
争
奪
戦
は
久
し
ぶ
り
の
ク

イ
ズ
で
盛
り
上
が
り
、
分
会
、

青
年
部
、
シ
ニ
ア
友
の
会
、
主

婦
の
会
か
ら
の

決
意
表
明
が
あ

り
「
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
」
で
締

め
く
く
り
ま
し

た
。4

月
20
、
27

日
に
は
「
分

会
・
群
役
員
学

習
会
」
と
「
拡

大
中
間
決
起
」

が
全
分
会
で
取

り
組
み
、
総
勢

83
名
が
参
加
ま

し
た
。
中
で
も
、
元
塩
分
会
と

松
竹
分
会
、
三
葉
分
会
と
南
町

分
会
は
学
習
会
と
中
間
決
起
を

合
同
で
行
う
な
ど
、
分
会
を
横

断
し
た
経
験
交
流
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
の
月
間
は
、
労
災
加

入
、
事
業
所
の
新
規
採
用
、
健

診
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
3
本
柱
と
、

組
合
員
家
族
の
独
立
、
新
規
事

業
設
立
等
の
加
入
が
進
み
、
既

に
3
分
会
が
目
標
達
成
し
ま
し

た
。
対
象
者
や
組
合
員
、
分
会

内
・
未
加
入
事
業
所
訪
問
を
中

心
に
、『
一
人
親
方
労
災
』や『
社

保
未
加
入
問
題
』
を
対
話
の
糸

口
に
成
果
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

「
安
定
し
た
1
6
0
0
人
支

部
」
の
構
築
、
そ
し
て
、
支
部

創
立
50
周
年
を
1
8
0
0
人

の
組
織
で
迎
え
る
た
め
に
、
春

の
月
間
も
組
織
実
増
を
追
求
し

ま
し
ょ
う
。

組
織
担
当　

本
島　

厚
司

支部大会後の出陣式
でのデコレーション作
成の呼びかけに、支部
の仲間が続々結集。呼
びかけ人の青年部を筆
頭に、後継者対策部・
主婦の会・シニア友の
会・個人参加など、制作に参加した人
は 7 日間で延べ 50 人に！

看板文字のアイデア協力や差し入れ
協力もあり、例年にない盛り上がり

を見せてい
ます！たく
さんの支部
の皆さんの
協力で作り上げたデコ
レーション、メーデー当

第37回住宅デー
あなたの街の住宅デー　みんなが待ってる匠の技を

◆
5
月
18
日
（
日
）

〇
松
竹
分
会

［
竹
丘
公
園
］

　

木
工
教
室
・
畳
コ
ー
ス

　

タ
ー
な
ど

◆
6
月
1
日
（
日
）

〇
清
里
分
会

［
Ｊ
Ａ
横
市
職
駐
車
場
］

　

子
ど
も
の
広
場
・
住

　

宅
機
器
展
示
な
ど

〇
青
空
分
会

［
八
幡
東
公
園
］

　

ガ
ラ
ス
細
工
・
金
魚

　

す
く
い
な
ど

◆
6
月
8
日
（
日
）

〇
元
塩
分
会

［
清
瀬
第
三　

小
学
校
］

　

上
棟
式
・
丸
太
切
り
な

　

ど

〇
滝
山
分
会

［
西
部
地
域　

セ
ン
タ
ー

　

前
ひ
ろ
ば
］

　

プ
ラ
ン
タ
ー
づ
く
り
・

　

ア
ン
ボ
ー
ル
Ｄ
Ｘ
な
ど

〇
三
葉
分
会

［
東
久
留
米
市　

市
民
プ

　

ラ
ザ
］

　

木
工
教
室
・
網
戸
張

　

り
替
え
な
ど

〇
北
浅
分
会

［
マ
ル
エ
ツ　

前
］

　

金
魚
す
く
い
・
ス
ー

　

パ
ー　

ボ
ー
ル
す
く
い

［
東
久
留
米
市　

市
民
プ

　

ラ
ザ
］

　

上
棟
式
・
丸
太
切
り
な

　

ど

到
達
表

日の模様
は次号を
チェック
☆

到
達 41 1 0 1 1 15 2 4 4 13

成 
 
 

果

☆ ☆
☆ ☆
☆ ☆
☆ ☆
☆ 達成 ☆
☆ ☆ 達成 達成 ☆
☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆
目
標 49 4 2 5 4 7 4 2 4 17

分
会

元
塩

松
竹

清
里

滝
山

三
葉

北
浅

南
町

青
空

事
・
直


